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宍
粟
市
の
㈱
山
崎
木
材
市
場
で
は
、
隣

接
す
る
森
林
で
、
造
林
補
助
事
業
に
よ
る

搬
出
間
伐
、
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混

交
整
備
事
業
に
よ
る
作
業
道
の
開
設
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
材
市
場
の
丸
太
は
、
ト
ラ
ッ
ク
で
持

ち
込
ま
れ
る
の
が
通
常
で
す
が
、
こ
こ
で

は
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
の
荷
台
か
ら
市
場
の
グ

ラ
ッ
プ
ル
で
直
接
荷
下
ろ
し
さ
れ
て
い
ま

す
（
左
上
写
真
）。

表
紙
の
写
真

J-クレジット制度　森林管理プロジェクトの概要
「都市（まち）の木造化推進法」（通称）の施行を踏まえた業界の取組
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申込QRコード
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
り
ん
ち
ゅ
う
の
会

代
表
　
二
口
　
力

　

活
動
の
成
果
も
あ
っ
て
か
、
近
頃
は
、

フ
ク
ロ
ウ
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
な
ど
、

多
く
の
生
き
物
が
確
認
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
は
、
三
田
市
の
資
源
循

環
型
竹
林
整
備
事
業
（
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
放
置
竹
林
問
題
解
決
の

た
め
の
モ
デ
ル
事
業
）
を
活
用
し
、
竹

林
整
備
で
発
生
す
る
竹
で
竹
炭
を
生
産

し
、
農
地
の
土
壌
改
良
材
と
し
て
農
家

に
販
売
し
た
り
、
そ
の
収
益
で
会
の
運

営
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
初
め
て
山
で

作
業
を
す
る
人
や
、
農
作
業
を
す
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
が
楽
し

み
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
豊
か

な
里
山
の
風
景
を
、
100
年
先
ま
で
こ
の

三
田
の
地
に
残
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
活
動

を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
の

で
、
ご
関
心

を
お
寄
せ
い

た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で

す
。

　

当
会
は
、
三
田
市
け
や
き
台
の
住
宅

地
に
あ
る
緑
地
「
諏
訪
の
森
」
を
拠
点

に
平
成
25
年
に
結
成
し
、
市
内
を
中
心

に
、
公
園
や
住
宅
街
を
囲
っ
て
い
る
林

の
整
備
や
、
無
農
薬
野
菜
の
栽
培
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
「
も
り
ん

ち
ゅ
う
の
会
」
と
い
う
名
称
に
は
、

「
森
で
健
康
に
楽
し
む
人
達
」
と
い
っ

た
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
か
ら
活
動
を
始
め
た
三
田
市

木
器
（
こ
う
づ
き
）
の
活
動
地
は
当
初
、

10
年
近
く
放
置
さ
れ
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
の

よ
う
な
状
態
で
し
た
。
土
地
所
有
者
か

ら
、
昔
育
っ
た
頃
の
よ
う
に
歩
け
る
山

に
し
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
阪

神
農
林
振
興
事
務
所
里
山
・
森
林
課
を

通
じ
て
相
談
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
当
会
が
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

約
20
ha
の
広
大
な
活
動
地
に
は
築
170

年
の
立
派
な

茅
葺
き
民
家

を
中
心
に
、

里
山
林
や
田

畑
、
た
め
池

な
ど
、
里
山

の
風
景
が
広

が
っ
て
い
ま

す
。

会
な
ど
の
「
森
を
楽
し
む
」
イ
ベ
ン
ト
、

除
間
伐
、
竹
林
整
備
、
植
樹
な
ど
の

「
森
を
守
る
」
イ
ベ
ン
ト
、
合
計
60
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
是
非
こ
の

機
会
に
、
ご
家
族
・
ご
友
人
で
自
然
豊

か
な
里
山

へ
出
か
け
、

楽
し
い
一

日
を
過
ご

し
て
く
だ

さ
い
。

※
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
の

詳
し
い
情
報
は
、
兵
庫
県
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
天
候
等
よ
り

変
更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

治
山
課
森
づ
く
り
普
及
班

（
0
7
8-

3
6
2-

3
6
1
3
）

　

皆
さ
ん
、
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
っ

て
ご
存
知
で
す
か
？
県
で
は
、
平
成
17

年
10
月
に
第
29
回
全
国
育
樹
祭
を
県
立

有
馬
富
士
公
園
（
三
田
市
）
で
開
催
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
気
運
を
拡
げ
継
続
し
て
い
く
た

め
、
毎
年
10
月
の
最
終
日
曜
日
を
「
ひ

ょ
う
ご
森
の
日
」
と
し
、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
等
の
協
力
の
下
、
県
民
が

森
と
親
し
み
、
森
づ
く
り
を
体
験
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
県
内
各
地
で
集
中
的
に

展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
「
ひ
ょ
う
ご
森
の
日
」
は
10

月
30
日
（
日
）
で
す
。
中
核
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
１
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
た
「
ひ

ょ
う
ご
里
山
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
」
を

丹
波
篠
山

市
内
で
開

催
す
る
ほ

か
、
10
月

か
ら
11
月

に
か
け
て
、

里
山
ハ
イ

キ
ン
グ
や

森
林
観
察

兵
庫
県
治
山
課
森
づ
く
り
普
及
班

兵庫県　森の日 検索

１．概要
　ひょうご里山フェスタ2022実行委員会※は、令
和４年10月30日（日）9：30から15：00まで、兵
庫県立丹波並木道中央公園（丹波篠山市西古佐）で
「ひょうご里山フェスタ2022」を開催します。同
フェスタは、県民が里山への理解を深めるとともに、
里山を守り育てる意識醸成の場として、従来の「ひ
ょうご森のまつり」から名称を改めて開催する全県
イベントです。
※兵庫県（農林水産部治山課）、丹波篠山市、（公社）兵
庫県緑化推進協会、（公社）ひょうご農林機構で構成。

　　　　　　　　　　　　

 本年度は、はじめての試みとして、森林や緑化に
ついて学んだり、森林ボランティア活動に取り組ん
でいる県内大学生21名で構成する「ユースサポー
ター」を結成しました。当日は、ユースサポーター
が企画したステージイベントや体験メニューを、是
非、お楽しみください。

　　　　　　　　　　　　

２．ステージプログラム（朝市広場特設ステージ）
・10:10～10:50 プロローグ演奏
 　兵庫県警察音楽隊が地元高校吹奏楽部とコラボ
演奏を行います。
・11:00～12:00　式典
 　緑化作品コンクール等の林業・緑化関係表彰を
行うほか、森林ボランティア活動報告、緑の少年
団宣誓、記念植樹などを行います。
・12:00～15:00  ステージ企画
 　伐木チャンピオンシップ大会出場者によるチェ
ンソー実演（北但西部森林組合）や、いざという

時に役立つ登山キャンプ講座（㈱好日山荘）、ユ
ースサポーターによるプログラムを実施します。

３．体験・参加型プログラム
　来場者に森と親しみ、森を育てる体験の場を提供
できるよう、森林ボランティア団体連絡協議会の協
力のもと、里山林整備体験プログラムを実施します。
企業により植樹されたシイやカシなどの里山林にお
いて、1時間程度、解説を交えながら除間伐作業を
体験いただく予定です。是非、この機会にご参加く
ださい。
　なお、当日の準備のため参加いただける方は、県
治山課（電話番号078-362-3613、担当：井上、
石森）までお手数ですが事前に申し込みください。
　下のＱＲコードからでも申し込みできます。

　　　　　

　また、アウトドアスポーツを通じて里山に親しん
でいただけるよう㈱好日山荘の登山ガイドとゆっく
りと同公園内の三釈迦山（標高318m）を歩く「フ
ァミリー里山登山」や、お子様でも楽しめるボルダ
リング体験などのプログラムについてもご用意して
おります。

４．展示・販売ブース
　緑の募金や緑化作品コンクール作品展、里山をテ
ーマとした展示、どんくりなど使ったクラフト体験
などのブースを式典会場周辺に展開する予定です。
　また、丹波篠山特産のおいしい黒枝豆や山の芋、
有機野菜等を使った料理や、里山の恵みであるジビ
エ料理などを提供するテナントも出展しますので、
是非、お楽しみください。

５．アクセス
　会場に来場者駐車場はございません。ＪＲ篠山口
駅（西口）や臨時駐車場（ＪＡ丹波ささやま本店駐
車場、平和発條㈱篠山工場駐車場）から無料シャト
ルバスを運行します。

令和4年10月30日（日）「ひょうご里山フェスタ2022」
県立丹波並木道中央公園（丹波篠山市）で開催

「森を楽しむ」森林散策イベント

「森を守る」森林整備体験イベント

竹炭生産風景

メンバーで集合写真
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図２　J-クレジット制度の概要

図３　クレジット認証・発行のフロー

図１　カーボンニュートラルの概念図

表１　県下のJ-クレジットの取組状況

プロジェクト名 対象となる森林 対象
面積

クレジット
発行量

クレジット
売　却

売 却 量　約17,500t
売却単価
　　5,000～10,000円/t-CO₂
売 却 先
　　鉄道会社・金融・メー
　　カー・建設業・製作所・
　　プロバイダーなど

8,400t-CO₂

8,000t-CO₂

2,700t-CO₂

4,000t-CO₂

630t-CO₂

200ha

278ha

85ha

107ha

16ha

6300ha

①

②

③

④

⑤

⑥

№

朝来市
　市有林
養父市
　市有林
東河内株山共有林
　所有林
東河内生産森林組合
　所有林
神戸市有野更生農業協同組合
　所有林
ひょうご農林機構
　所有分収林

兵庫県朝来市市有林管理P（登録年H23）
創出者：朝来市
兵庫県養父市市有林管理P（〃H24）
創出者：養父市
東河内株山共有林森林管理P（〃H22）
創出者：東河内株山共有林
兵庫県東河内生産森林組合森林管理P（〃H22）
創出者：東河内生産森林組合
神戸市有野更生農業協同組合森林管理P（〃H26）
創出者：神戸市有野更生農業協同組合
ひょうご農林機構の森づくりP（〃R3）
創出者：ひょうご農林機構

386,000t-CO₂
（予定）

表2　スギ人工林の間伐による吸収量算定等の目安

・50年生上層樹高20～25m：約5t-CO₂/ha・年
・相対取引の相場：約5,000～10,000円/t-CO₂
あいたい

クレジット売却益（登録後16年間）
約400,000円/ha～

（施業地の）モニタリング検証

成作書告報・定算量収吸
◉同じ林分（施業地）ごとにモニタリング
◉樹種別地形地理的に30ha 以内でグループ化
◉プロット調査（20mx20m程度）：樹高・林齢→地位判定
◉1990年以降の施業地も対象にできる

審査機関による検証
（現地・書類）

認証委員会の審議

クレジット認証・発行

プロジェクトの登録

プロジェクト計画書

審査機関による妥当性確認
（現地・書類）

認証委員会の審議

プロジェクト登録

◉森林経営計画
◉収益性に関する資料
◉他の権利者との合意文書

動
の
３
つ
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
一
般
的
な
森
林
経
営
活
動
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

⑴　

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
①
森
林
経
営
計
画

策
定
箇
所
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
登

録
、
②
活
動
状
況
（
間
伐
施
業
地
等
）

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
吸
収
量
を
算

定
し
た
報
告
書
作
成
の
２
ス
テ
ッ
プ
を

踏
む
こ
と
に
よ
り
認
証
・
発
行
さ
れ
ま

す
（
図
３
）
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
発
行
ま
で
に
要
す
る
期

間
は
、
規
模
や
扱
う
資
料
の
精
度
（
吸

収
量
算
定
に
お
け
る
森
林
経
営
計
画
と

の
齟
齬
チ
ェ
ッ
ク
等
）
、
第
三
者
機
関

等
の
繁
忙
状
況
（
基
本
月
１
回
開
催
）

に
左
右
さ
れ
ま
す
。
最
速
で
も
登
録
に

１
年
、
以
降
発
行
ま
で
に
半
年
（
小
面

積
等
）
〜
１
年
を
要
し
ま
す
。

⑵　

県
下
の
取
り
組
み
状
況

　

県
下
に
お
い
て
は
、
６
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
登
録
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
発

行
お
よ
び
販
売
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

（
令
和
４
年
５
月
現
在
）
（
表
１
）
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
先
と
し
て
は
、
鉄

道
会
社
･
金
融
・
メ
ー
カ
ー
・
建
設

業
・
製
作
所
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
の

購
入
者
が
あ
げ
ら
れ
、
売
却
益
に
つ
い

て
は
、
再
び
森
林
管
理
の
た
め
に
使
わ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
創
出
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
販

売
す
る
に
は
、
次
の
４
つ
の
方
法
が
あ

り
ま
す
。

●
購
入
者
と
の
直
接
取
引

●
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
事
務
局
が
運

営
す
る
サ
イ
ト
で
の
入
札

●
創
出
者
と
購
入
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

生
業
に
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に

よ
る
販
売

●
東
京
証
券
取
引
所
が
制
度
化
し
た
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
「
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
市
場
」
で
の
取
引
（
予
定
）

１
３
年
〜
）
で
す
（
図
２
）
。
排
出
削

減
・
吸
収
活
動
等
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
登
録
し
た
う
え
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
削
減
・
吸
収
量
の
把
握
）
を
実
施
す

る
こ
と
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
（
単
位
：
ｔ-

Ｃ
Ｏ
²）
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
ク
レ
ジ

ッ
ト
は
、
そ
の
創
出
者
と
必
要
と
す
る

企
業
等
の
購
入
者
と
の
間
で
相
対
取
引

（
相
場
約
５
，０
０
０
〜
１
０
，０
０
０

円
／
ｔ-

Ｃ
Ｏ
²）さ
れ
、
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

３

森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
森

林
経
営
活
動
、
植
林
活
動
、
再
造
林
活

１　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

　

２
０
２
０
年
10
月
、
政
府
は
２
０
５

０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言

し
て
い
ま
す
。
「
排
出
を
全
体
と
し
て

ゼ
ロ
」
と
い
う
の
は
、
二
酸
化
炭
素
を

は
じ
め
と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
実
質
的
に
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す

（
図
１
）
。

　

排
出
削
減
だ
け

で
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

達
成
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
今
後
は

森
林
管
理
に
基
づ

く
森
林
吸
収
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
の
取
引
は
、
益
々
盛
ん
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
、
省
エ

ネ
・
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
や
森
林
管
理

に
よ
り
吸
収
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の

量
を
政
府
が
認
証
し
、
認
証
分
の
「
ク

レ
ジ
ッ
ト
」
を
発
行
す
る
制
度
（
２
０

認
証
期
間
と
い
い
、

登
録
し
た
の
ち
最

大
16
年
間
を
設
定

す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
「
森
林
面
積

（
ha
）
×
５
（
ｔ-

Ｃ
Ｏ
²
／
ha・年
）

×
16
（
年
）
」
が

お
お
よ
そ
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
発
行
量
と

な
ま
す
。
さ
ら
に

こ
れ
に
５
，０
０
０

〜
１
０
，０
０
０
円

を
乗
じ
れ
ば
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
売
却
益

に
つ
い
て
も
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
前
記
の
条
件
の
林
分
で
あ
れ
ば
、

少
な
く
と
も
４
０
０
，０
０
０
円
／
ha

以
上
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
し
ま
す

（
表
２
）
。

⑶
そ
の
他
の
留
意
事
項　

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
の
そ
の
他
の
留
意
事
項
は

次
に
示
す
と
お
り
で
す
。

①
ク
レ
ジ
ッ
ト
発
行
に
伴
う
、
登
録
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
専
門
性
を
要
す
る
た
め
、
森
林

所
有
者
等
の
多
く
が
、
専
門
業
者
に

委
託
し
て
い
ま
す
。
森
林
面
積
が
小

さ
い
場
合
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
量
も
小
さ

い
た
め
、
売
却
益
か
ら
委
託
経
費
を

差
し
引
い
て
十
分
採
算
が
と
れ
る
か

見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
、
収
支

が
赤
字
に
な
る
な
ど
、
経
済
的
障
壁

の
あ
る
森
林
が
対
象
と
な
り
ま
す

（
追
加
性
の
評
価
）
。
保
育
・
間
伐

や
再
造
林
を
伴
う
主
伐
は
、
制
度
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
再

造
林
を
実
施
し
な
い
主
伐
森
林
の
場

合
は
、
経
済
的
障
壁
を
有
す
る
こ
と

を
証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
制
度
に
お
い
て
主
伐
が
行
わ
れ
る
森

林
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
蓄
積
さ
れ
て

て
き
た
す
べ
て
の
炭
素
量
が
排
出
さ

れ
る
も
の
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
算

定
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
再
造
林
を

伴
う
主
伐
の
場
合
は
、
標
準
伐
期
齢

ま
で
の
炭
素
量
を
吸
収
量
と
し
て
見

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
主
伐
を
含
む
森
林
に
お
い
て

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
算
定
に
際
し
て
マ

イ
ナ
ス
が
生
じ
る
こ
と
を
知
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

５　

お
わ
り
に

　
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
、
と
り
わ
け

森
林
吸
収
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
す
る
た
め
、
非

常
に
重
要
な
取
り
組
み
で
す
が
、
制
度

が
複
雑
、
用
語
が
難
解
で
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
回
の
記

事
が
、
制
度
の
普
及
・
啓
発
に
寄
与
し
、

ま
ず
は
多
く
の
方
に
制
度
が
認
知
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行
の
対
象

と
な
る
森
林
は
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
証
明
す
る
た
め
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発

行
す
る
森
林
の
条
件
と
し
て
、
森
林
経

営
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必

須
で
す
。
現
在
進
行
形
の
森
林
経
営
計

画
の
ほ
か
、
過
去
の
実
績
森
林
が
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
１
９
９
０
年
以
降
に

森
林
施
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
衛
星
画

像
や
空
中
写
真
な
ど
に
よ
り
合
理
的
に

証
明
で
き
れ
ば
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑵　

ク
レ
ジ
ッ
ト
発
行
の
試
算

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
発
行
量
は
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
の
手
続
き
に
よ
り
、
制
度
に
よ

り
決
め
ら
れ
た
方
法
論
（
マ
ニ
ュ
ア

ル
）
に
よ
っ
て
算
定
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

吸
収
量
は
、
森
林
の
成
長
と
関
わ
り

が
大
き
い
た
め
、
林
齢
や
樹
高
か
ら
地

位
を
特
定
し
、
地
位
ご
と
の
林
齢
に
対

応
す
る
成
長
量
を
収
穫
予
想
表
か
ら
読

み
取
り
、
面
積
と
種
々
の
係
数
の
積
に

よ
り
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
概
に
言
う
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
50
年
生

で
上
層
樹
高
20

〜
25
ｍ
の
人
工
林
で
あ
れ
ば
、
年
間
１

ha
あ
た
り
お
お
よ
そ
５
ｔ-

Ｃ
Ｏ
²
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
創
出
し
ま
す
。

　

制
度
で
定
め
ら
れ
て
い
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
算
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
期
間
を

　

４
つ
目
の
東
京
証
券
取
引
所
の
動
き

は
令
和
４
年
７
月
の
情
報
で
あ
り
、
今

後
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場
が
大
き
く
拡

大
す
る
こ
と
を
予
感
で
き
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

４　

制
度
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て

⑴　

主
た
る
前
提
条
件

　

森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
対
象

と
す
る
森
林
の
所
有
者
や
森
林
組
合
等

の
森
林
管
理
の
委
託
を
受
け
た
者
が
登

録
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度

　
　

森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

　
　
　

ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
内
）

あ
い
た
い

林業16.indd   4-5 2022/12/09   11:17



兵庫の林業　№ 302　2022.10兵庫の林業　№ 302　2022.10
－6－－5－

　減圧により水の沸点が下がることで乾燥が速くな
るだけではなく、「色鮮やかな美観」と「内部割れ
しない乾燥品質」を合わせ持った高品質な製品がで
きるとされています。

　材の強度を測定するグレーディングマシンです。
製材JASの機械等級区分構造用製材を取得予定です。
（取得すれば県内3社目となります。）価格、品質
共に魅力のある製品を供給していく計画です。

３　おわりに
　この製材工場の竣工により、㈱しそうの森の木で
は、製材からプレカットまで一連の加工が可能とな
りました。親会社が工務店であり、工務店のニーズ
を熟知した小回りの利く高品質・低コスト製材を目
指されています。
　県産木材、特にスギ大径材の利用が進むこと、さ
らには、住宅・非住宅建築における県産木材のシェ
ア拡大が期待されます。

（森林第１課　髙山　勉）

１　はじめに
　㈱しそうの森の木（宍粟市山崎町）は、プレカッ
トや建材加工を手がけてこられましたが、令和３年
度林業構造改善事業を活用し、製材工場を新設され
ました。その整備内容の一部を紹介します。

２　整備内容等

　H型鋼が垂直に打ち込んであり、原木が安全にス
トックできます。

　直径90㎝まで対応可能の製材機です。これをメ
インの製材機とし、もう一台は直径28㎝まで対応
のツインバンドソー（中古）です。
　スギ大径材を主に利用し、構造材採材後の側材を
有効利用して製材歩留りを高めていく計画です。生
産品目は、構造材（横架材、土台、柱等）、羽柄材
（間柱、筋交い等）、造作材（床板、羽目板等の内
装向けの板材）となっています。

グレーディングマシン

兵庫県西播磨県民局　光都農林振興事務所

宍粟市で製材工場が稼働
工務店のニーズを熟知した小回りの利く高品質・低コスト製材を目指す

減圧式木材乾燥機

製材機（帯鋸）

貯木場

【西舞鶴港での現地調査・輸出原木の確認】

【商社担当者による原木輸出動向】
【輸出船（バルク船）への積込】

「但馬産原木輸出モデル事業」による新たな販路拡大への取組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　但馬県民局　朝来農林振興事務所

普及だより

１　はじめに
　但馬地域では、森林組合等の事業体による搬出間
伐や近年では主伐再造林の推進により、原木生産量
が年々増加しています。
　一方、この地域は積雪による根曲り等の被害によ
りＡ材（製材用）が少なく、Ｂ材（合板用）の比率
が高くなっており、住宅着工戸数が減少するなか合
板工場の需要低下とともに原木価格も下落する傾向
にあります。
　そこで、但馬県民局では地域の森林組合からの要
望を受け、Ｂ材の新たな販路を確保するため「但馬
産原木輸出モデル事業」により近年需要が旺盛な中
国等への原木輸出の実証にかかる支援を行なってい
ます。

２　輸出までの流れ
　今回の原木輸出は、森林組合から出荷された原木
を木材市場で選別し、但馬地域から比較的近い京都
府西舞鶴港へ期日までに納材すると、商社から木材
市場に代金が振込まれる仕組みとなっています。
　なお、今回の輸入者と輸出者との契約はＬ／Ｃ取
引と呼ばれるもので、信用状と船荷証券により代金
支払が行われ、船運賃や保険代は輸入者の負担とな
っています。

３　検証結果
　「ひょうごの木」利用拡大協議会但馬地域協議会
では森林組合等関係者や県担当者が毎月の供給計画
打合せと現地調査により、令和３年６月から８月の
２ヶ月間で1,649㎥のＢ材を供給しました。
　合板との価格差は、予め想定していましたが、原
木の仕分け区分を増やし、丁寧な選別を行ったとこ
ろ、合板と比較すると、やや低いものの差額は

1,000円/㎥以内となりＢ材の新たな販路として期待
できる結果となりました。
　また、合板工場には出荷できない末口径50㎝を
越える大径材も受け入れ可能なことから、主伐によ
る大径材の販路拡大にもつながると考えています。

４　品質確保研修会等の開催
　令和３年12月に今回の検証結果と今後の改善点
を検討するため、木材市場及び商社担当者を招き、
近年の輸出動向や品質確保に向けた研修会を開催し
ました。
　担当者からは、「今回の輸出材の評判は概ね良好
であったが、需要先からの信用を得るためには寸法
精度や品質等に注意する必要がある。海外ではヒノ
キやスギの黒芯にも需要がある。」などの情報提供
がされました。

５　今後の取り組み
　今回の契約は、規格がスギ４ｍ、末口径18㎝上
のみで、多量の原木を扱うバルク船による輸出でし
たが、今後、海外の多様な需要へ迅速に対応してい
くため、令和４年度は50㎥単位で取引できるコン
テナ船での実証・検証を行う予定としています。
　　　　　　　　　　（森林第２課　上田　敦祐）
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まもなく狩猟のシーズンです！

◆入山者（林業従事者やハイカー）の皆さんへ
１．山の中へ入られる際は、黄色など明るい色の目立つ服装を心がけてください。
　また、白色のタオルはシカの尾と間違えられやすいので、注意して下さい。
２．土曜日・日曜日・祝日は、狩猟者が集中しますので、特に注意してください。
３．けもの道に仕掛けられたワイヤーロープの「くくりわな｣は、非常に危険ですので、
わな設置の看板(標識)がある場所へは近づかないでください。

１．クマが生息しない淡路地域及び姫路市家島町のみ、輪の直径が12㎝を超えるくく
りわなを使用してシカ及びイノシシを捕獲できます。
２．猟銃の使用が禁止されている場所（鳥獣保護区、休猟区、特定猟具使用禁止区域
（銃器）、公道等）では、絶対に銃猟を行わないようにしましょう。
３．銃猟にあたっては、必ず矢先の安全確認をしてください。また、住居が集合してい
る地域（発射地点の周囲半径200メートル以内）等での銃猟や、人、建物、自動車な
ど弾丸が到達するおそれのある方向への銃猟も禁止されています。（法第38条）。
４．「わな」には決められた標識を付け（第三者にはずされない工夫を行ってくださ
い）、見回りを励行しましょう。また、設置の際は地域住民や入山者等へは充分配慮
を行ってください。
５．他人の土地や森林に立ち入って、自由に狩猟する権利が認められているわけではあ
りませんので、土地所有者等から立ち入りを断られた場合には、狩猟を行わないよう
にしましょう。
６．特に、さく等で囲まれた土地や作物のある土地に立ち入る場合は、土地所有者（占
有者）の承諾を得ることが法律で定められています。
７．また、「国有林野」や「官行造林地」に立ち入る場合には、事前に「入林許可証」
の交付を受けてください。
８．令和５年１月８日から22日までの間、全国一斉に「ガン・カモ調査」が実施され
ますので、カモ猟の自粛をお願いします。　
９．法律や狩猟マナーを守り、無理のない、心にゆとりのある狩猟を心がけましょう。

（兵庫県環境部自然･鳥獣共生課）

まもなく狩猟のシーズンです！

◆狩猟者の皆さんへ

●11月15日から翌年２月15日までの間は、狩猟が解禁となります。
　ただし、シカとイノシシは３月15日まで。
（今年のツキノワグマの狩猟については11月15日から12月14日の１ヶ月間です）
●入山者の皆さんは、目立つ服装や鈴やラジオなど、音の出るものを身につけましょう。
●狩猟者の皆さんは、ルールを遵守し、狩猟事故ゼロをめざしましょう

█はじめに
　神戸・阪神地域に豊かな緑と潤いを与える六甲山
は、過去に豪雨等による土砂災害が度々発生し、復
旧を繰り返してきた歴史があります。この歴史を忘
れることなく、今後の防災・減災活動に活かしてい
く取組として、六甲山の災害と復旧の歴史の紹介や
実験装置による実演を８月16日から28日までの間
「六甲山の災害展2022」と題して神戸市の「阪神・
淡路大震災記念 人と防災未来センター」で開催し
ましたので紹介します。
■六甲山の災害と復旧の歴史紹介
　はげ山の六甲山に植林を進め、豊かな緑を取り戻
すことができた歴史の
紹介や、過去において
特に大規模な被害が発
生した「昭和13年阪
神大水害」や「昭和
42年豪雨災害」発生
時の貴重な記録の映像

放映とパネル展示、治山ダムや砂防ダムの位置を示
した六甲山系立体模型を展示しました。
■実験装置の実演
　災害展では特に人気がある体験コーナーとして、
今年から新しくなった「土石流模型実験装置」、
「保水力実験」、降雨体験装置「かっぱくん」、災害
発生の仕組みが分かる地すべりとがけ崩れの模型実
験装置による実演を行いました。
■まとめ
　今年の来場者は1258名、インターネット閲覧者
数358名で、パネル展示のみだった昨年より６割増
となり、テレビニュースで３回取り上げられるなど、
マスコミの取材も多くありました。また、アンケー
ト結果では約60％の方から「防災意識が向上し
た」と回答がありました。
　今後も、県民の皆さまが常日頃から防災意識を高
く持ち続け、いざというときの適切な避難行動に役
立つように、防災・減災の普及啓発に取り組んでま
いります。　　　　　　　　（治山課　西村昭彦）六甲山の災害展2022　開催状況

█はじめに
　兵庫県は、民有林での主伐・再造林を推進してい
るところですが、シカの多い地域で確実かつ低コス
トな更新を図るためには、壊れにくい低コストな防
護柵の仕様が求められています。
　この課題の解決に向けて、国と県の森林総合監理
士（フォレスター）が連携して、防護柵仕様の見直
しを牽引していくことになりました。
■現地検討会
　９月９日、宍粟市の河原山国有林等で開催された
現地検討会には、当地周辺で主伐再造林に取り組む

近畿中国森林管理局、森林整備センター、ひょうご
農林機構等から34名が参加しました。
　各機関の防護柵仕様等について情報交換を行った
後、現地ではネット柵のロープを立木に固定する方
法について、しそう森林組合の作業員や管理署職員
５名に実演してもらい、ロープのずれ落ちにくさや
作業性を比較しました。
　このほか、当センターがＲ２年度に開発した跳び
越え防止ロープが、組合の提案により国有林の現場
で採用された事例も見学しました。
■まとめ
　課題解決には、現在検討中のドローンを利用した
点検手法等、新たな技術開発が求められる一方で、
立木固定等の従来技術に関する知見収集も重要であ
ることが再認識されました。
　今後も民国の森林総合監理士が連携し、情報収集
や見直し作業のマネジメントを行い、目標とする各
機関の防護柵仕様の見直しに確実に結びつけるよう
取組を牽引していきます。
　　　　　　　　（林業専門技術員　小長井信宏）

兵庫県神戸県民センター六甲治山事務所・農林水産部治山課

「六甲山の災害展」を開催しました！

県立農林水産技術総合センター森林林業技術センター
森林総合監理士（フォレスター）が牽引する防護柵仕様の見直し

写真：跳び越え防止ロープを採用した防護柵の前での意見交換
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連合会会長賞（優秀賞）を授与しました。

・兵庫県木材業協同組合連合会会長賞（優秀賞）

　（参考）審査員
　・三澤文子（Ｍs建築設計事務所（代表））
　・神家昭雄（神家昭雄建築研究室（代表））
　・吉井歳晴（WIZ ARCHITECTS（代表））
　・小泉宙生/金山大（株式会社スウィング協同代表）

３．今後の展開
　環境面など木材利用に関する追い風を最大限に活
かしていくためには、住宅だけでなく、非住宅分野
において木材の利用促進を図って行く必要があり、
そのためには木造建築に関する新技術、施工事例等
の情報発信の場、情報交換の場の提供が重要と考え、
これまでの取組をさらに充実していきたいと考えて
います。　　　　（県木連　専務理事　戸田政宏）

合連合会からブースを出展し、木造住宅等に関す
る総合相談、県産集成材、フリー板、フリー板で
製作した木製本棚、森林林業技術センターが開発
した「高強度梁仕口TajimaTAPOS」などの新
技術を展示するなど、県産木材の利用促進向けた
情報発信等を行いました。

（４）「地域材利活用建築デザインコンテストin兵
　　庫」の後援（地域材利活用に係る意識の醸成等）
　　上記コンテストの趣旨等を踏まえ後援を行うと
ともに兵庫県木材業協同組合連合会会長賞（優秀
賞）を授与することにより、ハウスメーカー、設
計事務所等の地域材利活用に向けた意識醸成を図
っています。
　　今年度は、令和4年9月24日（土）に兵庫県民
会館において第三次審査（公開プレゼンテーショ
ン）が行われ、下記作品に兵庫県木材業協同組合

（２）ひょうご木材フェア（県民への情報発信）等
　　前述の法律の中で、国民への木材利用への関
心・理解を深めるため、10月を「木材利用促進
月間」、10月８日を「木材利用促進の日」として
法定化されています。
　　兵庫県産木材利用推進協議会（林業関係11団
体、事務局：兵庫県木材業協同組合連合会）では、
従来から「県産木材の利用推進」を図るため「ひ
ょうご木材フェア」を開催するとともに「県民農
林漁業祭」「ひょうご森のまつり」に参加してい
ます。
　　令和２年度、３年度は、新型コロナウイルスの
影響により全国的にイベントが中止される中、新
型コロナウイルスの感染拡大に配慮しつつ、「都
市の木造・木質化推進キャンペーンin元町」を神
戸の中心地である元町商店街で実施しました。

　　今年度においても、木材利用促進の日（10月
８日（土））に、元町商店街で実施し、多くの県
民に「いま、なぜ木材利用か」など情報発信を行
いました。（詳細は別途投稿）

（３）「住まいづくりフェア2022inアクリエひめじ」
　　（施主等への県産木材利用促進に係る情報提供等）
　　ウッドショックの影響を踏まえ、外材から国産
　材、県産木材への転換を進めている県内工務店等
　が増えていることから、令和４年６月４日（土）
　～５日（日）に開催された「住まいづくりフェア
　2022 in アクレエひめじ」に兵庫県木材業協同組

１．木材をめぐる諸情勢
　令和２年の新型コロナウイルス感染症拡大の影響
による木材需要の減少から一転して、令和３年は、
世界的な木材需要の高まりやコンテナ不足など国際
的な需給が逼迫、木材の輸入量が減少して木材価格
が高騰する「ウッドショック」が発生しました。
　さらに、今般、ロシア・ウクライナ情勢の悪化に
よる原油・物価の高騰や記録的な円安、特に合板の
不足、最近ではアメリカにおける金利の上昇等によ
る住宅需要の減少に伴い、行き場を失った高値の外
材が港に溢れているという状況で木材を取り巻く情
勢が目まぐるしく変化しています。（先行き不透明）
　一方、「公共建築物等における木材の利用の促進
に関する法律」が「脱炭素社会の実現に資する等の
ための建築物等における木材の利用の促進に関する
法律」（《通称》都市（まち）の木造化推進法）に改
正され令和3年10月１日から施行されています。
　これは、世界的な潮流である脱炭素化社会の実現
に資することを目的に改正されたもので、これまで
の公共建築物だけでなく今後は民間建築物を含む建
築物一般での木材利用の促進を図って行こうとする
ものです。
２．兵庫県での主な取組
（１）兵庫県林業会館（木材利用促進に係る普及拠点）
　　平成31年1月に建築された兵庫県林業会館
（CLT+鉄骨ハイブリッド工法）を都市木造建築
の普及拠点と位置づけ、全国各方面からの視察受
け入れ、県産木材による木製品、木製玩具の展示
などの情報発信を行っています。

 　また、同会館４Ｆ「ひょうご森づくりサポート
センター相談室」では、内装材のサンプル、試作
品、各種パンフレット等を取り揃え、市町職員、
設計事務所等の相談業務を行っています。

兵庫県木材業協同組合連合会
「都市（まち）の木造化推進法」（通称）の施行を踏まえた業界の取組「都市（まち）の木造化推進法」（通称）の施行を踏まえた業界の取組

兵庫県林業会館（CLT+鉄骨ハイブリッド工法）

視察対応 展示ショールーム（木製品の展示等）

木材利用相談 フリー板（県産木材）を使った木製本棚

令和3年度実施状況 齋藤知事ブース視察

他の出展ブース パンフレット置場

公開審査の模様 審査員、受賞者記念撮影

作品名「文藝酒場ちろり」 表彰状、記念品の授与

県木連ブース 木工作広場（姫路木協）木材利用に関するご相談は下記まで
　・ひょうご森づくりサポートセンター
　・場所：兵庫県木材会館４Ｆ相談室
　・電話：兵庫県木材業協同組合連合会
　　　　　０７８－３７１－０６０７
　・住所：神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号

＜兵庫県内の原木市況・製品市況・住宅着工戸数＞
・原木は、７月の合板メーカーの火災の影響等によ
　り原木受入量が減少したことで、スギ・ヒノキと
　も大きく値下がりしている。
・製品は、例年と比べ高値が継続しているが、ヒノ
　キ正角は値下がり傾向。
・住宅着工戸数は、５月に落ち込んだが、その後は
　横這いで推移している。
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私たちは、兵庫県産木材を使い、人と環境に
優しい木造住宅を提案し建築します。

　ひょうご木の匠の会 会長　日 置 尚 文（日置建設㈱）
（事務局）　神戸市中央区北長狭通5-5-18 兵庫県林業会議
　https://hyogo-kinotakumi.com　TEL：078-351-3341

ひょうご木の匠の会

兵庫県産木材の家

安全と作業効率を追求し続けるハスクバーナは、
プロが認めるチェンソーの最高峰です。
革新的な技術を融合し、これまで以上の加速と
トルクで他に類のない鋸断能力を発揮します。
新登場550XP-MarkⅡ、ぜひお試しください。

NEW

本当の価値が分かる方へ！

愛　林　興　業　株　式　会　社

■５５０ＸＰ/ＸＰＧ‐ＭａｒｋⅡ

■排気量：50.1㎤
■出　力：2.8KW　　■質　量：5.3/5.5㎏（XPG）

AutoTune
本　社
神崎店
但馬店

姫路市飾磨区恵美酒294-3
神崎郡神河町吉冨1409-2
養父市上野1357

TEL(079)234-8181番㈹
TEL(0790)32-0570番
TEL(079)664-2101番

県立農林水産技術総合センター森林林業技術センター
林研グループリーダー研修および近畿ブロック林業グループコンクールを開催

写真：㈱木栄芦田専務の指導を受ける参加者と木の枝えんぴつ

写真：NPO法人バイオマス丹波篠山 高橋理事長による発表

写真：「えがおになあれ」の店内と「ひの木ん魚」

組手什

－11－

■近畿ブロック林業グループコンクール
　令和４年９月12日（月）に兵庫県中央労働セン
ターにおいて、令和４年度 近畿ブロック林業グル
ープコンクールが開催されました。
　本コンクールは、優れた林研グループの活動を全
国的に取り上げることによって、林業グループ相互
の発展・資質の向上を図ることを目的として例年開
催されており、今年度は兵庫県の主催により開催し
ました。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、対面式と
オンライン式とを併用したハイブリッド形式での開
催とし、発表者含め56名の方に参加いただきまし
た。（内、会場参加者26名）
　コンクールは、各府県の代表グループがそれぞれ
の活動について発表し、兵庫県からは「特定非営利
活動法人バイオマス丹波篠山」の高橋理事長が、
「未来の人づくり～木を使うことからはじまる人づ
くり～」をテーマに発表されました。

　審査の結果、接戦を制して、見事、兵庫県代表が
近畿ブロックの代表に選出されました。　
　令和５年３月に全国大会が東京にて開催される予
定ですが、高橋理事長の益々の活躍を期待します。
　　　　　　　　　　　　　　　（主査　山下毅）

■はじめに
　林業研究グループとは、意欲的で地域のリーダー
的な林業経営者などを中心に組織された自主的グル
ープで、「森林づくり」、「人づくり」、「地域づく
り」を担っています。
　兵庫県内では、現在16の林業研究グループが活
動していますが、近年、メンバーの高齢化や減少に
伴い、グループ活動が低迷しがちとなっています。
　そこで、身の回りの材料を用いた木工クラフトを
各グループが自主的に取り組むことで、グループ活
動が活性化されるよう、当センターの普及指導職員
が中心となり、林研グループリーダー研修を企画開
催しました。
■林研グループリーダー研修
　令和４年８月26日（金）に太田工務店（株）の 
工房「えがおになあれ」（多可町加美区）および、
（株）木栄が運営するFOREST DOORしぐら（丹
波市青垣町）においてグループの代表らを対象に研
修を行い、19名が参加しました。
　「えがおになあれ」では、工務店が木工雑貨を製
作販売するに至った経緯を伺い、表札や名刺入れ、
木製の金魚すくい（ひの木ん魚）等、多可町産ひの
きの端材を利用した作品（雑貨や玩具等）を見学し
ました。

　また、「FOREST DOORしぐら」では、施設見
学および施設設立の経緯などの説明を受けた後、雑
木の細枝を活用した木の枝えんぴつの製作体験実習
を行い、実習では参加者が童心に返って夢中で製作
に打ち込んでいました。
　研修を通して、参加者は熱心に質問や意見を交わ
しており、今後の林研グループ活動活性化のヒント
になったものと思われます。
　なお、木の枝えんぴつ等は、今後、活動の一環と
して、ひょうご里山フェスタ等各種イベントでの販
売に繫げます。

①
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
公
開
デ
ー

日
時
：
11
月
19
日
（
土
）
10
時
〜
15
時

会
場
：
セ
ン
タ
ー
本
館
周
辺

内
容
：
研
究
施
設
見
学
ツ
ア
ー
／
木
工

体
験
／
木
の
お
も
ち
ゃ
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

プ
レ
ゼ
ン
ト
：
来
場
者
に
杉
マ
ル
チ
プ

レ
ー
ト
／
積
み
木
（
先
着
20
名
）
／
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー
チ
（
ツ
ア
ー
参
加
者

先
着
50
名
）

販
売
：
し
い
た
け
と
原
木
／
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
の
野
菜
な
ど

②
試
験
研
究
成
果
・
事
例
発
表
会

日
時
：
12
月
７
日
（
水
）
13
時
〜
16
時

会
場
：
セ
ン
タ
ー
講
堂
＋
オ
ン
ラ
イ
ン

（
予
定
）

テ
ー
マ
：
「
長
期
ス
パ
ン
で
の
研
究
・

調
査
か
ら
見
え
て
き
た
成
果
・
知
見
」

内
容（
キ
ー
ワ
ー
ド
）：
樹
木
根
系
と
倒

れ
に
く
さ
／
ナ
ラ
林
の
シ
カ
害
防
除
と

更
新
／
採
種
園
の
カ
メ
ム
シ
防
除
／
ス

ギ
の
心
材
形
成
過
程
と
制
御
要
因

所
在
地
　
宍
粟
市
山
崎
町
五
十
波
430

問
合
せ
先

T
E
L
：
0
7
9
0-

6
2-

2
1
1
8

担
当
者
　
①
清
水
　
②
永
井
・
藤
堂

森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
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兵庫の林業　№ 302 2022.10
－14－－13－

兵庫の林業　№ 302 2022.10

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

土・木・緑・そして人
　とりもどそう　人にやさしい環境

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

株式会社
グリーン興産
株式会社
グリーン興産

本　社　兵庫県宍粟市山崎町　船元250-1
　　　　 Ｔｅｌ( 0 7 9 0 ) 6 3 ‒ 1 3 7 7
　　　　　Ｆａｘ ( 0 7 9 0 ) 6 3 ‒ 1 3 9 8
営業所 兵庫県姫路市夢前町莇野1078‒3
　　　　 Ｔｅｌ( 0 7 9 ) 3 3 6 ‒ 1 4 1 8

国土交通省登録第24891号
県知事許可（般-27）第461481号

株式
会社 石原測量コンサルタント
は経験と実績のある

木材は、持続可能な人と環境にやさしい資材です。
生活の一部に木を取り入れるとともに、都市部の木
造・木質化を図ることで、環境に配慮しながら安全
かつ美しい景観を作り出し、住みよい街づくりを推
進します。

兵庫県木材業協同組合連合会

HP　兵庫県治山林道協会

災害のない安全で安心な社会
　　●治山、林道、造林事業の推進
　　●山地防災・土砂災害対策計画

一般社団法人　兵庫県治山林道協会
〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5-18
TEL:078-371-0210　FAX:078-371-6632

法造くん
のりぞう

森林整備・造園・法面・土木・設計施工管理
緑と笑顔が私たちの基本です　　

豊岡本社　〒688-0051　兵庫県豊岡市九日市上町846 - 1
　　　　　TEL（0796）23-5611　FAX（0796）22-4529
　　　　　URL［http://fuukouen.com］  E-mail［seifuu@skyblue.ocn.ne.jp］

•姫 路 本 店

•神戸営業所

〒650-001２ 神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号
TEL 078-341-4070 FAX 078-341-4071
HP  https://hyogo-green.net/

公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

緑の募金へのご協力をお願いいたします

１ 金融機関からのお振込み
　 ①郵便局（手数料不要）
　 　専用の払込取扱票をお送りしますので、当協会にご一報ください。
　 ②銀行（手数料必要）
　 　口座：三井住友銀行 兵庫県庁出張所
　 　　　　普通 3198438 公益社団法人兵庫県緑化推進協会
２ キャッシュレス決済（手数料不要）
　 ソフトバンクの「つながる募金」からキャッシュレスでご協力いただけます。

１ 金融機関からのお振込み
　 ①郵便局（手数料不要）
　 　専用の払込取扱票をお送りしますので、当協会にご一報ください。
　 ②銀行（手数料必要）
　 　口座：三井住友銀行 兵庫県庁出張所
　 　　　　普通 3198438 公益社団法人兵庫県緑化推進協会
２ キャッシュレス決済（手数料不要）
　 ソフトバンクの「つながる募金」からキャッシュレスでご協力いただけます。

いつも緑の募金にご協力いただき、ありがとうございます。
緑の募金は、森林ボランティア活動への支援や、子どもたちの環境学習などに活用しています。
ご協力いただける場合は、次の方法でお願いいたします。

ご寄附の方法

検索兵庫県緑化推進協会

募金のページQRコード

緑を育み水をつくる水源林造成事業
分収林方式により、水源林造成事業を進めています
対象地は無立木地など、公益的機能の低下した水源かん養保安林です

国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林整備センター近畿北陸整備局

TEL(078)362 - 5800
FAX(078)362 - 5802

TEL(078)351 - 3341兵庫県水源林造林協議会
神戸水源林整備事務所

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号
　　　　　　　　　　（兵庫県林業会館内）
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概要　波賀市民局（当時 
波賀町役場）は、2001年
（平成13年）３月に竣工し
た。宍粟市波賀町上野地区
の国道29号線から少し東
に入った位置にある。木造
在来軸組工法とＲＣ耐震壁
構造の２階建て延べ床面積
3,220㎡で使用木材670㎥
のうち宍粟市内産材が91%
で、その半数以上が波賀町
内産材である。
　　
特徴　大屋根を擁する建物は壮観であるが、国道か
らは一部しか見えない。一旦建物の中に入ると４本
のスギの大黒柱と吹き抜けの大空間に圧倒され、そ
してスギ・ヒノキ・マツの小屋組の美しさに目を奪
われてしまう。「木のまち」らしく、山里の民家を
想起させるデザインである。
　スギの大黒柱は、赤西国有林からこの建物のため
に伐採され譲り受けたもので、山に生き、43％を
占める国有林とともに歩んできた波賀町の歴史と文
化を感じさせる。

市庁舎らしく落ち着いた外観

「木の町」宣言
　木造庁舎建設を機に、庁舎は、「木を大切にし木
を町の活力に繋げるシンボル」とし、木の文化を護
り育てていくことを宣言した。以降、図書館、小学
校、福祉センター等公共施設の木造化が行われてお
り、現在の宍粟市民憲章に引き継がれている。

空中の回廊
２階には、吹き抜け

を見渡せる廊下がある。
手が届きそうな真近に
小屋組があり、まるで
森の中に居るような心
地良さがある。眼下に
１階のウッドホールが
拡がり、時には、フル
ートやハープのコンサ
ートが行われれ、音響
効果も良いという。建築後20年余り経過しており、
メンテナンスも大変と思われるが、さほど傷みは感
じられない。梁や柱の割れはかえって貫録を感じる。
  (「ひょうごの木の物語」取材チーム　　菅原　健)

当時の町長室のまま保存されている 近く改装予定の議場

兵
庫
の
林
業
第
三
〇
二
号

西
脇
市
野
村
町
四
七
一

電
話
〇
七
九
五
―
二
二
―
三
二
二
六

一
般
社
団
法
人

兵
庫
県
林
業
会
議
発
行

ウ
ニ
ス
ガ
印
刷
株
式
会
社

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
五
―
五
―
十
八
（
兵
庫
県
林
業
会
館
内
）

電
話
〇
七
八
―
三
五
一
―
三
三
四
一

第３回　大黒柱のある木造庁舎

建設の経緯
Ｈ8 町職員による検討
Ｈ10庁舎改築審議会答申
Ｈ11 移転場所住民合意
Ｈ11 町有林伐採、乾燥
Ｈ12 建築工事入札・契約
　　（施工（株）熊谷組）
Ｈ13 竣工・供用開始
(H17 宍粟郡４町合併)

宍粟市波賀市民局（旧波賀町役場）
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